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　　　　　　　　　創　立漏十年

　　　　　　　　　　　　（山　本　一　清）

　わが天文同好會が創立されてから今や十ケ年を経た．會の内外を見渡し

て，いろいろ思ひ出すことが多い．十年前の，大正九年九月二十五日，京

都帝國大営学生集會揚で護會式を馴ナナこ時は，天文などといふことは，殆

んど世間に知られてみない時代であったけれど，一般肚會そのものも，一

種もの淋しい無骨の世の中であっナこと見え，只一回の短かい新聞記事であ

っナこに拘らす意外に多くの人が遠近から集まられて，爽起人たちをまごつ

かせk。其の時は，新城博士のL天文學の使命■といふ語演と，百即功三士

のL海王星外の遊」．「といふ誌演とがあったが，十年後の今日は，既に超海

王星の實物が獲見せられ，其の位置と軌道も確定されて了つたのだから愉

快である．（超海王星と我が同好會とは，こんな才）けで，創立當初から，切

っても切れない縁がある．L今後も宜しく願ひます「と，星が御挨拶してみ

るのちやないかといふ氣がする！）。

　同好會は創立後の反響もすばらしくて，毎日二三十通の入會申込みは必

ず到着しナニ．孚年も立ナこないうちに千を越えるらしい景氣で，何としても

盛んなものだっナこ．會は，創立の宣言（天界第一號）にもある通り，時代の

スローガンを其のま・探って，デモクラシ1の會とし，會長の名を月jみす

幹事を置いナこのみであっナニ．叉會の規則は成るべく簡明に，且つ其れは口

語腱であっず二．口語膿の規則などと言ふものは’今日だって殆んど繭紬らな

い・同好會が初めから如何に尖端的であったかを知って頂きナこい．創立後
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牟年たつナこ時に，會は大阪の市民博物館で天文展覧會の新レコードを作つ

ナこ．湿れは表面上は市民博が京都帝大の後援で途伍したやうにも思はれナこ

が，知る人ぞ知る，實は同好會の事業であっナこと言へる．其の勲爵に，其

の展覧會の開期中に，切揚内で，我が同好會は臨時姦直を賑々しく養いナこ・

天賜からぶら下げナこ太陽系の模型と，諸星塵を圓天井に植え付けナこ大天球

模型とは此の展覧會の作った創作であっナこが，此の二つh9一一つのものに組

み合はせられて出鞍上つナこものが，今のツアィス會杜の所謂プラネタリウ

ムであるんだから豪勢ではないか！此の時から，漸くL天：文展思置コだの

【室の博覧曾「だのといふものが，世間に行はれるやうになつナこ．

　次いで，創立澱一年の年末からLブレナン「といふ新機軸の出版物を震指

しナニ．之れには會の外部は勿論，會の内部の人々も．唖然として，開いた

口が塞がらないほど驚いナこ向きもあっナこ，今になって見ると，Lブレテゾ

の贋値や意義は世人によく知られてみるが，吾入が早れを獲刊した時の大

駆さと先見とを察して頂きナこい・會は又，創立満二年の頃から，三澤氏の

献身的努力によって，太陽黒髭の蓮球趣測を始めナニ．之れなども薔式者流

どもぽ初め嘲笑してみた．　しかし，今となって見ると，三澤氏の観測はも

はや世界的になって了つナニぢやないか！ヰリアム・ハーシェルの名を吾が

國に初めて紹介したのも本曲だ，叉，し日本では，観測を働まなくてはならな

い’〕との西域をしたのも本館であるし，曇れをすぐ實行に移して，L観測部「

を作つナこのも本會だ．中村氏やスコフィルド氏等が火星の槻測を國際的に

始めナこのも，元より爾氏の奮鋤によること言ふまでもないが，同好會は之

れを會員中に持つ誇りを感じて好いではないか！．

　まだある．月刊維誌の左り横書きを本會で始めナこのは今から五年前であ

るが，之れは破りに時代を先き走り過ぎて，今でも之れを見習ひ得ない保

守主義者が如何に世間には多いことよ！しかし，大勢の趣く所，今後幾年

かの後には皆の出版物が我がし天界’1を見習ふこと火を見るよりも明らかで

ある．徹底しナこし民衆天文a蔓■は，測れも亦，今なほ匿聞が追從し得ない我が

同好會の誇りである．倉敷の市（まち）は本盗の天文毫を以って偉大なる誇

りとしてみる。一年に一一as人以上の人を呑吐する天文憂は，日本は愚か，
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外國にも十指を屈するに足らない．反射望遠鏡が日本に今日の如く普及し

ナニことも同好會の力である．事實，’今日の日本に反射鏡を持ってるる人は，

殆んど我が同好會員ばかりである．最後に（もう奔れ位でよさう！）純樺に

天文のグラフイク式な雑誌を獲修しナニレコード・ホルダーも我が同好會で

ある．そして，世間は今睡れをしきりに眞似しナこがってみる．

　あへて本會の自慢ばかりを数へ割ける目的ではなかったけれど，全く無

風1伏態であっナこ我が國の砒會に，天文の興味と學理とを確實に植え付けた

ことが，即ち我が同好會の十年史であるものだから，止むを得す，筆がた

つナこわけである．しかし，叉，一面から見ると，我が同好會にも苦い経験

はある．しもはや此れまで■と思ひつめて，切腹しやうと決心したことが二

度ばかりあった．けれど，幸ひに今まで，世間の篤志な人々の温かい同情

と，貴い努力とによって，今日までは生命を維持して來た，

　今後の十年は？　否，今後の五年さへ，全く將來の運命は不明である．考

へやうによると，今にもつぶれさうな危機を孕んでみるとも言へる．其れ

は主として會の財政的方面だ，本船は創立の最初から，温れんぱかりの計

垂と，ハチ切れんばかりの熱とを以って，其の日々対々，カーぱいの仕事

をして妙齢それがために財政上の時津は常に見られなかつナこ．今だつて

若干の鋏損を負ってみる．しかし，爾ほ胸中に持ち合はせてるる計書と理

想とを思ふと，何としてもじっとしてはみられない．

　夢のやうではあるが，今後も，いのちをかけて，いろいろの新方面を開

拓して行きナこい．創立二十年を迎へる日に朝輻あれ1！

　　　　　　花山天文墓創立満一年記念日

　　　　　　　　〔京都天文學會員に告ぐ〕

時　日　昭和五年十月十七日頃朝から晩まで

　午前　申＝花山に集合．構内縦覧．徴談．遊戯・

　　正　　　　午：宿舎81號室にて記念午餐會．

　　午後1麟薯・L麩輝駒顯・洛自醤表・

　　午後5時孚：輕い晩餐．

　　午後7時より：天艘観望．随時散會．


